
○○小学校 第６学年社会科 「縄文のむらから古墳のくにへ」

シンキングツールを使って情報を整理、分析し、学習内容を深く理解する授業

【単元の目標】

【ＩＣＴ活用のポイント】

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、代表的な文化遺産などに着目して、遺跡や地図、年表などの資料で

調べ、世の中の変化の様子を考え、表現することを通して、狩猟・採集や農耕の生活、古墳、大和朝廷（大和政権）による統一
の様子を手掛かりに、むらからくにへと変化したことを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究・解決しようと
する態度を養う。

ロイロノートを使うことで、学習の見通しをもち、考えの可視化、整理、共有、蓄積などができる。

【つかむ】ＩＣＴ活用
縄文や弥生のくらしの様子を想像図を見比べながら話し
合い、単元の学習課題をつくる。

【追究する】ＩＣＴ活用
米づくりの広がりや古墳、国土の統一過程などについて
調べ、整理し、気付いたことをまとめながら考えを深める。

【まとめる】ＩＣＴ活用
単元の学習課題について、時代の変化をくらしや政権統
一の様子などと結び付けて考え理解を深める。

◆ 個々の児童の考えを集約し、学級全体で考えの共有が容易に行え
るため、ロイロノートのテキストに自分の考えを書かせ、提出させる。
→【事例におけるＩＣＴ活用の場面①②】

◆ 他の児童の考えをもとに多面的に考えたり、考えを再構築させたり
するために、ロイロノートに提出されたテキストを回答共有して学級
全体で閲覧できるようにする。
→【事例におけるＩＣＴ活用の場面①②】

◆ 町の歴史館の館長さんから石器や土器について直接指導していた
だくために、ロイロノートやＺＯＯＭを使用して学校と歴史館とを接
続する。
→【事例におけるＩＣＴ活用の場面①】

◆ 既習事項を整理し、時代とくらしの様子の変化を分析するために、
ロイロノートのシンキングツールを使う。
→【事例におけるＩＣＴ活用の場面②】

【事例の概要 つかむ過程 １時間 追究する過程 １時間】
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シンキングツールを使って情報を整理、分析し、学習内容を深く理解する授業

【事例におけるＩＣＴ活用の場面①】 ロイロノート ＺＯＯＭ 電子黒板

【事例におけるＩＣＴ活用の場面②】 ロイロノート シンキングツール 電子黒板

単元の「つかむ」過程では、学習への興味・関心を高め
るために、町の歴史館から借用した石器や土器を観察し、
ロイロノートのテキストに自分の考えとその根拠や理由、
想像できる縄文のくらしの様子などを書かせた。また、ロ
イロノートのカメラ機能や手書き機能も使用し、文字だけ
でなく写真やイラストを駆使して自分の考えを書かせた。
そのことで自分の考えをより視覚的で明確に表すことがで
きた。
ロイロノートやＺＯＯＭを使って学校と歴史館を接続した
ことで、一人一人の児童が専門家のアドバイスや説明を
その場でいただくことができ、さらに学習意欲を高めること
に繋がった。

単元の「まとめる」過程では、時代毎に既習内容を整理

するために、ロイロノートのシンキングツールを使って、土
偶と埴輪の特徴から当時のくらしの様子や時代背景を考
えさせた。また、考えを共有し、新たな気付きをもとに自分
の考えを再構築させるために、シンキングツールの画面を
見せ合い自分の考えを説明させた。
シンキングツールの情報分析チャートは、情報（既習事
項）の対比と整理が容易であるため、まとめに向かって自
分の考えを視覚的に再構築させることに効果的であった。
また、教師が意図的発問や指名を行ったことで、時代の
変化と繋がりについてより深く理解させることができた。


